
議

長

渡
辺
代
議
員
（
新
潟
）

皆
さ
ん
の
協
力
の
下
、
議

事
を
す
す
め
た
い
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
挨
拶
・
要
旨
）

九
州
地
方

福
岡
県
大
分
県

で
の
豪
雨
に
よ
り
、
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共
に

お
怪
我
さ
れ
た
方
々
の
一
日

も
早
い
ご
快
癒
を
お
祈
り
し
、

被
災
に
遭
わ
れ
た
皆
様
へ
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
が
経
験
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
６
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
ご
支

援
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
へ
の

ご
恩
返
し
と
、
企
業
内
労
働

組
合
と
し
て
、
地
域
社
会
に

も
ご
恩
返
し
が
で
き
る
労
働

運
動
を
創
り
あ
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
国
政
選
挙
の
前
哨

戦
と
言
わ
れ
た
東
京
都

都
議

会
議
員
選
挙
は
、
小
池
知
事

が
代
表
を
務
め
た
「
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
会
」
の
圧
勝
で
終
わ

り
ま
し
た
。
都
民
有
権
者
の

判
断
は
、
自
民
党
か
ら
の
変

革
で
し
た
。

JR
東
日
本
グ
ル
ー
プ
各
社

と
し
て
は
、
大
変
好
調
な
経

営
状
況
を
維
持
し
て
い
る
中

で
、
国
鉄
世
代
か
ら
JR
世
代

へ
の
社
員
の
移
り
変
わ
り
の

大
き
な
狭
間
に
入
り
込
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

是
々
非
々
で
対
応
し
て
き
た

JR
東
日
本
の
労
務
対
応
が
、

ス
ト
権
を
掲
げ
た
JR
東
労
組

に
異
を
唱
え
た
政
府
官
僚
筋

か
ら
、
経
営
責
任
問
題
を
問

わ
れ
た
と
の
情
報
が
流
れ
た

途
端
、
JR
東
労
組
か
ら
「
ス

ト
権
」
の
言
葉
の
解
消
に
走
っ

た
と
し
か
思
え
な
い
様
な
事

象
が
見
え
隠
れ
し
ま
し
た
。

国
鉄
改
革
３
０
年
の
歴
史

か
ら
学
ぶ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
の
社
員

教
育
は
何
を
伝
え
よ
う
と
し

て
実
施
し
た
の
か
、
こ
れ
ま

で
の
是
々
非
々
で
の
労
務
対

応
は
な
ん
だ
っ
た
の
か
、
若

干

疑
念
を
抱
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
政
治
か
ら
の
介
入
が

国
鉄
崩
壊
の
原
因
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ

し
、
是
々
非
々
で
の
対
応
を

ぜ
ひ
奮
い
た
た
せ
、
今
抱
え

て
い
る
次
の
３
０
年
へ
の
継

承
問
題
の
解
消
に
突
き
進
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
ス
ト
権

を
掲
げ
た
労
働
組
合
と
の

「
労
使
共
同
宣
言
」
が
、
当

た
り
前
の
労
使
関
係
で
あ
る

は
ず
が
な
い
こ
と
へ
の
変
革

の
実
践
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

一
点
目
は
、
安
全
問
題
と

真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
つ
い
て
、

こ
の
間
続
い
て
い
た
重
大
イ

ン
シ
デ
ン
ト
は
、
現
場
社
員

の
必
死
の
取
り
組
み
か
ら
連

鎖
的
な
状
況
か
ら
脱
す
る
こ

と
が
で
き
た
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
鉄
道
業
務
を

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
の

根
本
的
な
問
題
が
解
決
さ
れ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
に
よ
る

事
故
が
一
度
発
生
す
れ
ば
、

お
客
様
や
働
い
て
い
る
人
の

命
を
も
脅
か
し
ま
す
。
「
ど

こ
に
問
題
が
あ
る
の
か
」

「
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
」
を
、
技
術
継
承
と

人
材
育
成
の
観
点
か
ら
し
っ

か
り
議
論
す
る
こ
と
、
安
全

の
取
り
組
み
は
労
使
共
通
の

課
題
と
し
、
重
大
イ
ン
シ
デ

ン
ト
の
撲
滅
、
繰
り
返
し
発

生
す
る
事
象
の
撲
滅
に
、
社

員
一
人
ひ
と
り
に
強
い
意
識

と
責
任
を
持
た
せ
る
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
そ
の
う
え

で
現
場
で
の
課
題
に
真
摯
に

向
き
合
い
、
考
え
・
意
見
を

自
由
闊
達
に
言
え
る
職
場
づ

く
り
に
イ
ー
ス
ト
運
動
と
し

て
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ト
権
を
確
立
し

た
労
働
組
合
と
「
労
使
共
同

宣
言
」
を
結
ん
で
い
る
こ
と

の
是
々
非
々
を
、
し
っ
か
り

見
直
す
こ
と
の
認
識
を
す
べ
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コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
中
央
本
部
は
７
月
１
０
日
、
東
京
都

田
町
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
、
大
会
構
成
員
、
来
賓
、
傍
聴
者

を
含
む
５
５
名
の
出
席
で
「
第
５
回
定
期
大
会
」
を
開
催
し

た
。大

会
議
長
に
は
、
渡
辺
代
議
員
（
新
潟
）
を
選
出
し
ス
ム
ー

ズ
な
議
事
運
営
が
さ
れ
た
。

JR
連
合
か
ら
は
松
岡
会
長
を
迎
え
た
。
質
疑
応
答
は
１
０

名
の
代
議
員
か
ら
運
動
方
針
の
補
強
や
組
織
拡
大
に
つ
い
て

活
発
な
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
各
議
案
は
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル･

イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン

第
５
回

定
期
大
会

民
主
的
労
働
運
動
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、

ビ
ッ
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し

全
力
を
も
っ
て
組
織
拡
大
に
邁
進
し
よ
う
！

中
央
執
行
委
員
長

菅
野
一
位



き
で
す
。
今
か
ら
３
年
後
は

２
度
目
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
で
す
。
関
東
圏
の
輸

送
体
制
の
確
保
に
は
、
企
業

責
任
は
も
と
よ
り
国
家
的
な

責
任
が
あ
り
ま
す
。
３
年
後

に
ど
う
す
る
か
で
は
な
く
、

一
年
一
年
の
積
み
重
ね
の
結

果
が
社
会
的
信
頼
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
安
全
施

策
の
責
任
者
は
会
社
で
あ
り
、

パ
ー
ト
ナ
ー
は
信
頼
関
係
に

値
す
る
企
業
内
労
働
組
合
で

す
。
究
極
の
安
全
、
絶
対
的

な
安
心
へ
向
け
て
、
真
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
イ
ー
ス
ト
ユ

ニ
オ
ン
は

会
社
と
の
交
渉
に

臨
ん
で
い
き
ま
す
。

二
点
目
は
、
組
織
拡
大
で

す
。
組
織
拡
大
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
た
め
の
手
段
で

あ
り
、
民
主
化
闘
争
の
中
で

組
織
を
守
り
続
け
て
い
く
こ

と
の
土
台
で
す
。
そ
の
た
め

常
に
時
代
を
先
取
り
し
、
組

織
を
積
極
的
に
守
る
た
め
の

人
間
関
係
づ
く
り
が
大
切
で

す
。
「
あ
る
べ
き
労
働
組
合

像
・
労
使
関
係
像
」
を
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
礎
と
し
、

「
イ
ー
ス
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
を
構
築
し
て
い
く
た
め

に
、
精
力
的
な
組
織
拡
大
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
組
織
拡
大
の
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
は
、
JR
東
日
本
の
将

来
を
見
据
え
て
働
く
社
員
で

あ
り
、
真
剣
に
JR
東
日
本
を

考
え
て
い
る
社
員
た
ち
で
す
。

私
た
ち
の
変
わ
ら
ぬ
思
い
を
、

そ
の
社
員
た
ち
へ
真
剣
に
伝

え
る
こ
と
、
そ
の
繰
り
返
し

を
力
強
く
実
践
す
る
こ
と
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
、
JR
東
日
本
の
中
に
は

変
わ
ろ
う
と
す
る
社
員
、
変

わ
り
た
い
社
員
が
間
違
い
な

く
い
ま
す
。
そ
の
社
員
の
人

た
ち
へ
の
声
掛
け
を
な
く
し

て
、
組
織
拡
大
は
あ
り
ま
せ

ん
。三

点
目
は
、
働
き
方
大
改

革
と
イ
ー
ス
ト
運
動
づ
く
り

で
す
。

当
た
り
前
の
労
働
組
合
と

思
い
な
が
ら
も
、
「
企
業
内

労
働
組
合
」
の
位
置
付
け
を

構
築
す
る
こ
と
は
、
難
し
い

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
イ
ー
ス
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン2
0
1
6

～2
0
1
8

」
は
、
国
鉄

改
革
後
の
出
発
、
東
日
本
大

震
災
後
の
第
２
の
出
発
、
そ

し
て
JR
東
日
本
の
大
転
換
と

な
る
次
の
３
０
年
へ
向
け
て

の
第
３
の
出
発
、
そ
の
始
ま

り
の
今
を
創
り
上
げ
る
事
で

す
。
系
統
ご
と
の
仕
事
の
仕

方
改
革
は
も
と
よ
り
、
系
統

間
の
連
携
や
グ
ル
ー
プ
・
協

力
会
社
を
も
巻
き
込
ん
で
の

大
改
革
に
臨
ま
な
け
れ
ば
、

現
状
さ
え
も
維
持
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。

委
託
外
注
化
を
含
め
、
グ
ル
ー

プ
会
社
は
も
と
よ
り
２
次
３

次
の
協
力
会
社
を
も
巻
き
込

ん
だ
JR
東
日
本
の
土
台
を
創

る
こ
と
が
、
次
の
３
０
年
に

つ
な
が
る
礎
に
な
り
ま
す
。

働
き
方
大
改
革
の
た
め
に

は
、
社
員
個
々
人
の
責
任
と

意
識
改
革
が
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。
し
か
し
組
織
と
し

て
変
え
る
こ
と
の
責
任
は
、

会
社
の
責
任
で
す
。
こ
の
二

つ
の
責
任
を
遂
行
さ
せ
る
の

が
労
政
で
あ
り
、
JR
東
日
本

の
イ
ン
フ
ラ
企
業
と
し
て
の

企
業
責
任
で
す
。

次
の
３
０
年
は
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
「
働
き
方
大
改

革
」
で

第
３
の
出
発
を
き
れ

い
な
形
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
良
識
あ
る

労
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

積
極
的
に
「
働
き
方
大
改
革
」

に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
が
結
成
か
ら

４
年
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

の
１
年
を
し
っ
か
り
検
証
し
、

今
日
か
ら
の
１
年
を
大
切
に

運
動
す
る
こ
と
の
議
論
を
お

願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
の
躍
進
と
組

織
の
確
実
な
継
承
に
向
け
て
、

一
丸
と
な
っ
て
皆
さ
ん
と
取

り
組
む
決
意
を
申
し
上
げ
、

中
央
本
部
執
行
部
を
代
表
し

て
の
ご
提
起
と
ご
挨
拶
に
い

た
し
ま
す
。

・
JR
３
０
年
と
JR
連
合
２
５

年
を
迎
え
た
、
５
年
の
タ
イ

ム
ラ
グ
が
JR
総
連
と
JR
連
合

の
民
主
的
な
組
織
運
営
の
差

で
あ
る
。
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、

非
民
主
的
労
働
運
動
で
あ
る
。

・
JR
連
合
の
旗
を
東
日
本
で

守
り
拡
大
で
き
る
の
は
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
だ
け
だ
、
JR

連
合
も
一
緒
に
闘
っ
て
行
く
。

・
民
主
的
な
組
合
は
反
自
民

非
共
産
で
あ
る
。
民
進
党
に

は
、
も
っ
と
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。

・
ネ
ッ
ト
で
１
０
０
年
後
に

残
る
企
業
が
あ
っ
た
。
１
位

は
ト
ヨ
タ
、
３
位
は
JR
東
日

本
、
７
位
に
JR
東
海
、
１
０

０
位
以
内
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
や
JR
西

日
本
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

東
芝
の
例
も
あ
る
、
不
祥
事

は
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。

・
連
合
と
政
府
、
「
働
き
方

改
革
」
に
つ
い
て
話
が
進
ん

で
い
る
。
労
基
法
７
０
年
で

初
め
て
、
規
制
の
あ
る
法
案

で
あ
る
。
大
切
な
こ
と
は
、

会
社
と
組
合
が
決
め
る
労
使

協
議
で
あ
る
。

・
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
、
在
る

べ
き
労
使
関
係
を
大
切
に
進

め
て
い
く
。

・
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
北
海
道
ユ

ニ
オ
ン
が
組
織
拡
大
を
果
た

し
て
い
る
。

・
政
策
の
Ｊ
Ｒ
連
合
を
さ
ら

に
進
め
て
い
く
。

・
只
見
線
の
上
下
分
離
、
安

易
な
政
治
介
入
を
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。

・
衆
議
院
選
、
来
年
の
１
２

月
ま
で
に
１
回
あ
る
。
政
権

交
代
を
含
め
共
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

◎
鎌
田
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

中
央
執
行
委
員
長

・
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
、
正
式
加
盟

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
Ｊ
Ｒ
東
海
の
社
員
は2

0
,
0
0

0

人
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
の

組
合
員
は18

,0
00

人
。

・
現
在
な
お
、
組
織
拡
大
に

努
め
て
い
る
。

・
以
前
は
、
人
間
関
係
で
大

変
苦
労
し
た
時
代
が
あ
っ
た
。

今
は
、
４
０
歳
代
が
分
会
長

で
あ
る
。
１
０
才
以
上
も
上

の
方
を
オ
ル
グ
し
組
織
拡
大

に
繋
げ
て
い
る
。
（
東
海
労
・

Ｊ
Ｒ
総
連
は
５
０
代
）

・
国
鉄
改
革
か
ら
一
企
業
一

労
働
組
合
を
目
指
し
労
使
共

同
宣
言
、
Ｈ
２
４
を
結
ん
で

き
た
。

・
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、
国
鉄

改
革
で
は
無
く
新
た
な
労
使

関
係
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い

る
。
将
来
に
向
け
た
運
動
を

作
っ
て
い
る
。

◎
か
わ
い

た
か
の
り

参
議
院
議
員

・
昨
年
７
月
、
参
議
院
議
員

に
３
年
ぶ
り
に
復
帰
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ

ン
の
ご
支
援
に
感
謝
し
て
い

る
。

・
全
国
区
で
活
動
し
て
い
る
。

健
全
な
民
主
主
義
が
大
切
。

・
民
主
的
労
働
運
動
は
、
左

翼
と
一
緒
に
な
れ
な
い
。

・
Ｊ
Ｒ
連
合
と
イ
ー
ス
ト
ユ

ニ
オ
ン
は
、
戦
闘
的
に
民
主

的
労
働
運
動
を
守
っ
て
き
た

組
合
だ
。

・
九
州
豪
雨
、
鉄
道
の
イ
ン

フ
ラ
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

・
今
、
大
切
な
こ
と
は
、
国

会
の
中
に
民
主
主
義
を
確
立

さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
。
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Ｊ
Ｒ
連
合

松
岡
会
長



◎
井
上

春
日
部
市
議
会
議
員

・
平
和
運
動
を
語
り
な
が
ら

耳
触
り
の
良
い
こ
と
を
言
う

輩
が
多
い
。

・
正
し
い
こ
と
は
正
し
い
と

言
う
こ
と
が
大
切
。
ま
ず
は
、

行
動
が
大
切
で
す
。

◎
松
井

全
交
運
共
済
生
協

東
日
本
事
業

本
部
長

◎
松
田

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン

退
職
者
の
会

会
長

質
疑
・
応
答

◎
神
田

代
議
員
（
新
潟
）

◎
中
村

代
議
員
（
関
東
）

◎
水
間

代
議
員
（
仙
台
）

◎
高
橋

代
議
員
（
関
東
）

◎
栃
窪

代
議
員
（
仙
台
）

◎
添
田

代
議
員
（
仙
台
）

◎
鈴
木(

義)

代
議
員
（
仙
台
）

◎
関
根

代
議
員
（
仙
台
）

◎
和
知

代
議
員
（
関
東
）

◎
船
山

（
特
別
代
議
員
・
設
備
部
会
）

代
議
員

発
言
要
旨

・
車
イ
ス
、
ホ
ー
ム
上
で
の

引
き
ず
り
、
車
掌
は
ナ
ゼ
、

非
常
ス
イ
ッ
チ
で
列
車
を
止

め
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
個

人
の
問
題
で
は
無
い
。
職
場

全
体
の
問
題
で
あ
る
。

・
職
場
か
ら
、
革
マ
ル
廃
除

に
我
々
は
闘
っ
て
き
た
。
東

労
組
は
ス
ト
権
を
提
起
、
確

立
し
た
。

・
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
将
来
の

組
織
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
旗
を
守

り
拡
大
す
る
と
言
っ
て
も
数

が
少
な
す
ぎ
る
。
こ
れ
か
ら

の
３
０
年
を
見
越
し
た
若
年

層
の
組
織
拡
大
が
急
務
。

・
九
州
豪
雨
、
JR
連
合
を
通

じ
た
支
援
の
確
立
を
し
よ
う
。

・
Ｊ
Ｒ
３
０
年
、
会
社
の
ス

キ
ー
ム
通
り
進
ん
で
き
た
。

こ
れ
か
ら
の
３
０
年
に
、
ど

う
向
き
合
う
の
か
。
ま
ず
は
、

会
社
に
し
っ
か
り
し
て
ほ
し

い
。

・
私
た
ち
が
目
指
し
た
笑
顔

が
競
い
合
え
る
職
場
に
な
っ

て
い
な
い
。

・
JR
連
合
と
JR
総
連
の
違
い

を
本
部
か
ら
本
社
へ
伝
え
て

ほ
し
い
。

・
ア
ウ
ト
ソ
イ
ー
シ
ン
グ

（
外
注
化
）
の
進
度
化
、
地

方
で
問
題
が
多
く
出
て
い
る
。

本
当
に
安
全
が
保
た
れ
る
の

か
疑
問
を
感
じ
る
。

・
協
力
会
社
、
パ
ー
ト
ナ
ー

会
社
の
安
全
問
題
を
話
が
で

き
な
い
、
本
当
に
こ
れ
で
良

い
の
か
。

・
本
社
、
本
部
間
の
話
で
地

方
の
独
自
性
を
活
か
す
努
力

を
し
て
ほ
し
い
。

・
チ
ー
ム
公
共
交
通
、
我
々

の
鉄
道
産
業
だ
け
が
声
を
出

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

陸
・
海
・
空
、
の
労
働
者
が

一
体
と
な
っ
て
政
府
や
行
政

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

・
賃
上
げ
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、

労
働
条
件
を
上
げ
る
こ
と
が

良
い
人
材
を
集
め
る
手
段
で

あ
る
。

・
管
理
手
当
が
Ｕ
Ｐ
し
た
、

管
理
手
当
は
単
な
る
生
活
給

で
は
な
い
と
思
う
。
業
務
が

円
滑
に
進
む
た
め
に
使
わ
れ

て
い
る
の
か
会
社
と
組
合
の

考
え
方
を
一
致
さ
せ
て
ほ
し

い
。

・
限
ら
れ
た
活
動
費
で
あ
る

メ
リ
ハ
リ
を
付
け
た
執
行
体

制
を
作
っ
て
ほ
し
い
。
使
う

も
の
節
約
す
る
も
の
を
し
っ

か
り
し
て
ほ
し
い
。

・
JR
連
合
に
正
式
加
盟
に
な
っ

た
。
記
念
す
べ
き
第
５
回
定

期
大
会
で
あ
る
。

・
７
／
１
～
２
、
「
オ
イ
ス

カ
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
名
取
に

仙
台
か
ら
５
名
が
参
加
し
た
。

・
只
見
線
、
７
月
上
旬
に
仙

台
地
本
と
し
て
視
察
に
行
く
。

こ
れ
か
ら
復
旧
が
進
め
ら
れ

る
、
２
度
と
橋
り
ょ
う
が
落

ち
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
作
っ

て
ほ
し
い
。
Ｊ
Ｒ
の
過
分
な

負
担
に
成
ら
な
い
よ
う
に
イ
ー

ス
ト
と
し
て
声
を
出
し
て
行

こ
う
。

・
磐
越
西
線
、
ワ
ン
マ
ン
列

車
の
運
行
視
察
を
し
た
。
感

じ
る
こ
と
を
会
社
に
伝
え
て

い
き
た
い
。

・
仙
台
駅
の
出
札
窓
口
委
託

が
昨
年
の
４
／
１
～
見
合
わ

せ
と
な
っ
て
い
る
。2

0
2
0

ま

で
委
託
計
画
が
あ
る
。
委
託

が
目
的
で
は
な
い
と
思
う
。

委
託
後
の
イ
メ
ー
ジ
を
社
員

に
示
す
よ
う
に
本
社
・
本
部

間
で
話
を
し
て
ほ
し
い
。

・
組
織
拡
大
の
結
果
を
出
し

て
行
き
た
い
。
新
組
合
員
の

対
策
を
本
部
と
し
て
考
え
て

ほ
し
い
。
（
新
入
組
合
員
の

組
合
費
対
応
と
か
）

・
九
州
豪
雨
の
お
見
舞
い
、

６
年
前
の
大
震
災
で
大
い
に

助
け
ら
れ
た
、
私
た
ち
は
何

か
支
援
を
し
た
い
。

・
仙
台
地
本
は
、
昨
年
の
大

会
よ
り
職
場
訪
問
を
３
か
所
、

行
っ
て
き
た
。
分
会
集
会
を

４
回
、
行
っ
て
き
た
。
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
も
開
催
し
て
き

た
。

・
昨
年
１
２
月
、
常
磐
線
が

一
部
運
転
再
開
を
し
た
、
再

開
区
間
の
視
察
も
行
っ
た
。

・
６
月
か
ら
、
地
本
事
務
所

の
期
間
常
駐
体
制
を
図
り
、
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組
合
員
と
の
連
携
を
強
化
し

て
い
る
。

・
６
月
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の

訪
問
を
お
こ
な
っ
た
。
民
主

化
闘
争
交
流
で
あ
る
。

・
昨
年
１
２
月
、
仙
台
は
組

織
拡
大
を
達
成
し
て
い
る
。

・
東
労
組
の
ス
ト
権
、
論
議

中
に
仙
台
支
社
内
で
５
名
が

脱
退
し
た
と
ウ
ワ
サ
が
あ
っ

た
。

・
東
労
組
の
受
け
皿
に
成
る

た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
全

体
で
考
え
よ
う
。
私
た
ち
は

自
分
の
信
念
に
基
づ
き
共
に

行
動
し
よ
う
。
道
を
拓
こ
う
。

・
JR
連
合
大
会
の
代
議
員
と

し
て
発
言
を
し
た
。
JR
連
合

の
旗
を
守
れ
る
の
は
Ｊ
Ｒ
Ｅ

ユ
ニ
オ
ン
だ
け
で
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て
も
っ

と
も
っ
と
頑
張
ろ
う
。

・
組
織
拡
大
の
た
め
に
職
場

の
リ
ー
ダ
ー
に
な
ろ
う
、
今

一
歩
踏
み
出
そ
う
。
１
年
１

年
が
大
切
な
時
だ
。

・
安
全
問
題
、
同
じ
事
故
が

起
き
て
い
る
。
ル
ー
ル
が
守

ら
れ
て
い
な
い
守
ら
れ
な
い

ル
ー
ル
は
ル
ー
ル
で
は
無
い
。

・
エ
ル
ダ
ー
の
本
体
採
用
、

突
如
で
て
き
た
。
な
ぜ
、
突

然
出
て
き
た
の
か
、
本
部
と

し
て
本
社
の
考
え
を
き
い
て

ほ
し
い
。

・
定
年
制
度
、
年
金
支
給
の

政
府
対
応
が
変
わ
る
の
で
第

二
の
人
生
設
計
が
定
ま
ら
な

い
。

・
65
才
定
年
制
、
60
才
以
降

の
給
与
の
在
り
方
が
問
題
だ
。

・
来
年
、
４
／
１
か
ら
本
体

エ
ル
ダ
ー
、
要
員
問
題
も
あ

る
の
か
。
毎
年
３
，
０
０
０

人
が
退
職
す
る
。
本
体
エ
ル

ダ
ー
を
前
向
き
に
考
え
て
ほ

し
い
。
併
せ
て
、
組
織
拡
大

に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
に
。

・
現
在
出
向
中
で
あ
る
。
出

向
先
の
グ
ル
ー
プ
社
員
の
組

織
拡
大
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
る
。
本
部
の
支
援
を
頼
む
。

・
８
月
、
裏
磐
梯
で
本
部
キ
ャ

ン
プ
の
準
備
を
仙
台
が
担
当

す
る
。
多
数
の
参
加
を
お
願

い
す
る
。

・
本
年
６
／
１
～
エ
ル
ダ
ー

に
な
っ
た
。
委
託
駅
の
教
育

訓
練
が
現
場
に
マ
ッ
チ
し
て

い
な
い
。
出
来
る
こ
と
出
来

な
い
事
が
伝
え
き
れ
て
い
な

い
。

・
駅
で
人
身
事
故
、
元
Ｊ
Ｒ

社
員
は
良
い
が
、
あ
ま
り
教

育
を
受
け
て
い
な
い
プ
ロ
パ
ー

社
員
が
い
る
の
が
実
態
だ
。

・
エ
ル
ダ
ー
は
組
合
員
だ
が

委
託
先
の
プ
ロ
パ
ー
は
パ
イ

パ
ン
で
あ
る
。
イ
ー
ス
ト
と

JR
連
合
が
連
携
を
取
っ
て
組

織
拡
大
に
繋
が
る
助
言
を
し

て
ほ
し
い
。

・
本
体
エ
ル
ダ
ー
に
関
し
、

良
い
点
、
悪
い
点
が
あ
る
。

具
体
的
な
労
働
条
件
を
知
り

た
い
。
人
選
に
差
別
が
無
い

よ
う
に
頼
む
。

・
技
術
継
承
、
人
材
育
成
、

き
れ
い
ご
と
ば
か
り
で
は
な

い
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
再
構

築
が
必
要
だ
。
若
い
社
員
に

泥
臭
い
作
業
を
さ
せ
て
い
な

い
。
Ｔ
Ｂ
Ｍ
→
Ｃ
Ｂ
Ｍ
、
期

間
修
繕
か
ら
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
修
繕
に
考
え
方
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。

・
教
育
ス
パ
ン
、
７
年
で
１

人
前
で
あ
る
。
人
工
計
算
、

一
人
前
の
仕
事
が
出
来
な
く

て
も
一
人
分
で
あ
る
。
現
場

は
大
変
で
あ
る
。

中
間
答
弁
・
各
部

★
安
全
関
係

・
作
業
の
ル
ー
ル
作
り
、
JR

連
合
で
冊
子
を
作
っ
て
い
る

事
故
防
止
に
向
け
て
、
JR
連

合
の
冊
子
を
活
用
し
て
ほ
し

い
。

・
会
社
の
考
え
が
現
場
に
届

い
て
い
な
い
。
定
着
し
て
い

な
い
。

・
若
い
社
員
は
、
試
験
合
格

に
向
け
て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

（
Ｃ
Ｓ
等
）
に
力
を
入
れ
る

が
本
来
業
務
に
力
を
入
れ
る

時
間
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
本
末
転

倒
で
あ
る
。

★
組
織
拡
大
、
組
織
関
係

・
グ
ル
ー
プ
会
社
も
併
せ
て

一
緒
に
考
え
行
動
し
て
い
こ

う
。
ま
ず
は
、
全
体
で
一
歩

前
に
踏
み
出
そ
う
。

・
３
０
年
間
、
会
社
は
パ
ー

ト
ナ
ー
労
組
を
変
え
て
い
な

い
。
会
社
に
も
問
題
が
あ
る
。

・
私
た
ち
は
、
４
年
前
、
こ

の
ま
ま
で
は
良
く
な
い
と
判

断
し
、
こ
の
組
織
を
立
ち
上

げ
た
。
我
々
が
組
織
拡
大
を

図
っ
て
目
的
を
達
成
す
る
の

か
道
筋
で
あ
る
。

・
本
体
エ
ル
ダ
ー
、
み
な
さ

ん
の
声
を
聞
き
た
い
。

★
政
策

・
JR
連
合
の
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
活
動
（
Ｐ
Ｔ
）
、
「
三

島
・
貨
物
経
営
安
定
化
Ｐ
Ｔ
」
・

「
貨
物
鉄
道
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
Ｐ
Ｔ
」
・
「
鉄
道
特
性
活

性
化
Ｐ
Ｔ
」
と
連
携
を
取
っ

て
意
見
交
換
を
し
て
い
こ
う
。

・
只
見
線
、
上
下
線
分
離
、

年
間
２
億
１
千
万
円
の
負
担

で
あ
る
。

・
只
見
線
の
復
旧
工
事
、
悩

み
な
が
ら
着
々
と
工
事
日
程

が
進
ん
で
い
る
。

★
業
務

・
交
渉
で
は
、
会
社
と
社
員

が
将
来
、
良
く
成
る
よ
う
に

考
え
て
交
渉
に
臨
ん
で
い
る
。

・
働
く
者
の
幸
せ
の
形
は
色
々

あ
っ
て
良
い
。
最
終
地
点
を

目
指
し
た
交
渉
で
も
な
い
。

少
し
で
も
問
題
解
決
が
前
進

で
き
る
よ
う
に
交
渉
を
進
め

て
い
る
。

・
国
鉄
世
代
、
あ
と
７
年
で

い
な
く
な
る
。
国
鉄
改
革
で

大
き
な
支
援
を
受
け
て
き
た
。

ど
の
よ
う
な
恩
返
し
が
良
い

の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
我
々
だ
け
が
良
け
れ
ば

良
い
と
言
う
こ
と
で
は
無
い
。

・
駅
業
務
、
「
び
ゅ
う
」
は

全
面
移
管
、
本
社
は
情
報
を

前
広
に
だ
し
て
こ
な
い
。

・
管
理
手
当
、
生
活
給
に
な
っ

て
い
る
。
ス
キ
ル
Ｕ
Ｐ
の
為

の
研
修
や
知
識
向
上
に
お
金

を
使
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

各
種
研
修
に
行
っ
た
ら
リ
タ
ー

ン
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

・
経
営
協
議
会
、
グ
ル
ー
プ

会
社
の
こ
と
を
本
社
は
話
せ

な
い
と
言
う
が
、
決
算
は
グ

ル
ー
プ
決
算
で
あ
る
。
賃
上

げ
に
関
し
て
も
本
体
よ
り
グ

ル
ー
プ
会
社
の
労
働
条
件
の

底
上
げ
を
イ
ー
ス
ト
は
訴
え

て
い
る
。

・
経
協
や
団
交
等
で
の
話
は

無
駄
で
は
無
い
。
交
渉
等
で

イ
ー
ス
ト
が
席
上
で
提
案
す

る
こ
と
が
あ
る
。
２
週
間
位

た
つ
と
本
社
指
示
で
お
客
さ

ま
の
対
応
が
変
わ
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
お
客
さ
ま
の
声
を

本
社
に
伝
え
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
。

総
括
答
弁国

井
事
務
局
長

・
１
０
名
の
方
か
ら
発
言
が

あ
っ
た
。

・
会
社
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
訴

え
て
い
る
。
我
々
は
ス
ピ
ー

ド+

納
得
の
い
く
相
互
理
解
が

大
切
で
あ
る
。

・
我
々
の
求
め
る
の
は
、
会

社
の
発
展
と
同
じ
く
働
く
仲

間
の
安
心
感
や
納
得
感
で
あ

る
。

・
ま
ず
は
、
１
人
が
１
０
人

と
話
を
し
て
ほ
し
い
。
結
果

を
出
し
て
い
こ
う
。

・
Ｊ
Ｒ
連
合
に
正
式
加
盟
し

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の
旗
を
守
り

拡
大
で
き
る
の
は
我
々
だ
け

で
あ
る
。
ま
ず
は
、
組
織
拡

大
を
全
体
で
達
成
し
よ
う
。
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大 会 宣 言

本日、私たちは、田町交通ビルにおいて、第５回定期大会を開催し 当面の運動方針を

確認するとともに、全組合員が一丸となって力強く突き進むことを満場一致で決定した。

２０１４年５月 ジェイアール・イーストユニオンを結成し、JR東日本の企業内労働組

合として、会社の社会的信頼と発展がそこで働く社員の幸せに直結することであるとし、

会社発展のため施策提言型運動をベースに、労働組合としてのチェック機能と民主的な労

働運動を展開してきた。
国鉄時代への回帰を思わせるような労働組合運動を展開している組合もあり、組合運動

が左傾化してきていることに危惧をしている。2017春闘では、JR総連ＪＲ東労組が「スト

権を確立して闘う」とし、全職場での一票投票が行われその賛同率は８０％を超えたと聞
く。もちろんスト権を頭から否定するものではないが、２１世紀労使共同宣言を発表し、

平和裡な労使間で真摯かつ率直な話し合いにおいて課題・問題の解決を図るとしているに

も関わらず、JR東労組がスト権をバックに交渉を進めるのは普通の感覚ではないと感じる

のは私たちだけではない。

国鉄採用社員からJR採用社員へ、時代の継承とともに鉄道の歴史と責任も継承しなけれ

ばならない。新たな３０年を見据えた中で、企業は早急な変革を求めているが、はたして

働く側の意識改革は進んでいるのかと一つの疑問を抱かざるをえない。そういった意味で
は今からの二年間は大変重要な時期である。今こそイーストイノベーションにおいて労政

転換し、革マル派を放逐し真の国鉄改革を成し遂げなければならない。「万里一空」目標

を見失うことなく、私たちはこの一年間にかける思いを全組合員で共有し組織拡大に邁進
する。

安全の確立はすべてのJR労働者にとって必要不可欠だが、安全の最高責任者は会社であ

る。安全の取り組みは労使共通の課題とし、重大インシデントの撲滅、繰り返し発生する
事象の撲滅には、社員一人ひとりの強い意識と責任が重要である。また、多発する自然災

害による鉄道被災への対応も怠ってはいけない。現場での課題に真摯に向き合い、考え、

意見を自由闊達に言える職場があってこそ安全の確立が成し遂げられることを確認し、労

使一体となった取り組みを妥協なく推し進めていかなければならない。JR東日本の社会的
信頼の更なる向上には、当たり前の労働組合と当たり前の労使関係の構築が大前提である。

スト権を確立した労働組合と労使共同宣言を結んでいることの是々非々を、会社はしっか

り見直すことが是々非々の実践であることを認識すべきである。

私たちの窓はいつでも開いている。全国8万名を超える仲間と共に、日本の鉄道を国民

の足として安全に安心して利用できるJR東日本を築いていく。そしてジェイアール・イー

スト ユニオンが、責任ある労働組合に躍進できるように、この一年最大限努力すること
を確認したこの瞬間から、組合員一人ひとりが責任を持って行動する組織戦を実践して行

こう。

以上、宣言する。

２ ０ １ ７ 年 7月 １ ０ 日

ジェイアール・イースト ユニオン
第 ５ 回 定 期 大 会
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